
(57)【要約】

【課題】蓋体が前進位置、後退位置、開き完了位置にあ

るときは、蓋体を該各位置に保持し、不用意に蓋体が移

動しない機器を提供する。

【解決手段】デジタルカメラは、上面が開口して、収納

物が挿入されるケース本体１上に、上下回動する蓋体２

を前後移動可能に配備している。ケース本体１内には、

蓋体２の前後移行路に進入して、蓋体２の前後移動時に

該移行路から脱出する向きに押されて撓み変形するバネ

体４が設けられ、蓋体２には開き完了状態でバネ体４の

移行路進入部に嵌合する凹み２０又は突片２３が設けら

れている。蓋体２は前進位置及び後退位置にて、バネ体

４の移行路進入部に対向して不用意な後退及び前進を規

制される。

【選択図】　　図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
上 面 が 開 口 し て 、 収 納 物 が 挿 入 さ れ る ケ ー ス 本 体 （ １ ） 上 に 、 上 下 回 動 す る 蓋 体 （ ２ ） を
前 後 移 動 可 能 に 配 備 し た 電 気 機 器 に 於 い て 、
ケ ー ス 本 体 （ １ ） 内 に は 、 蓋 体 （ ２ ） の 前 後 移 行 路 に 進 入 し て 、 蓋 体 （ ２ ） の 前 後 移 動 時
に 該 移 行 路 か ら 脱 出 す る 向 き に 押 さ れ て 撓 み 変 形 す る バ ネ 体 （ ４ ） が 設 け ら れ 、 蓋 体 （ ２
） に は 開 き 完 了 状 態 で バ ネ 体 （ ４ ） の 移 行 路 進 入 部 に 嵌 合 す る 凹 み （ ２ ０ ） 又 は 突 片 （ ２
３ ） が 設 け ら れ 、
蓋 体 （ ２ ） は 前 進 位 置 及 び 後 退 位 置 に て 、 バ ネ 体 （ ４ ） の 移 行 路 進 入 部 に 対 向 し て 不 用 意
な 後 退 及 び 前 進 を 規 制 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 電 気 機 器 。
【 請 求 項 ２ 】
蓋 体 （ ２ ） に は 枢 軸 （ ２ １ ） が 設 け ら れ 、 枢 軸 （ ２ １ ） の 前 後 移 行 路 に は バ ネ 体 （ ４ ） の
突 部 （ ４ ０ ） が 進 入 し 、 蓋 体 （ ２ ） は 凹 み （ ２ ０ ） 又 は 突 片 （ ２ ３ ） が 突 部 （ ４ ０ ） に 嵌
合 し て 、 開 き 完 了 位 置 が 保 持 さ れ る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 気 機 器 。
【 請 求 項 ３ 】
ケ ー ス 本 体 （ １ ） と 蓋 体 （ ２ ） と の 間 に は 、 後 退 し て 閉 じ た 蓋 体 （ ２ ） が 開 く こ と を 防 ぐ
ロ ッ ク 機 構 （ ６ ） が 設 け ら れ た 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 電 気 機 器 。
【 請 求 項 ４ 】
ケ ー ス 本 体 （ １ ） 内 へ の 収 納 物 は 、 電 池 （ ３ ） で あ る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の 何 れ か に 記 載 の 電
気 機 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 蓋 体 を 具 え た 電 気 機 器 、 特 に 電 池 を 収 容 す る ケ ー ス の 開 口 を 覆 う 蓋 体 を 具 え た
電 気 機 器 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
図 ８ （ ａ ） 、 （ ｂ ） 及 び 図 ９ は 、 従 来 の 電 気 機 器 を 底 面 側 か ら 見 た 斜 視 図 で あ り 、 具 体 的
に は デ ジ タ ル カ メ ラ に 関 す る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
こ れ は ケ ー ス 本 体 （ １ ） の 上 面 に 凹 部 （ １ ０ ） を 設 け 、 該 凹 部 （ １ ０ ） 内 に 蓋 体 （ ２ ） を
設 け て い る 。 以 下 の 記 載 で は 、 蓋 体 （ ２ ） が 凹 部 （ １ ０ ） か ら 飛 び 出 る 方 向 を 前 方 、 蓋 体
（ ２ ） が 凹 部 （ １ ０ ） 内 に 引 っ 込 む 方 向 を 後 方 と す る 。
蓋 体 （ ２ ） は 凹 部 （ １ ０ ） に 嵌 ま っ た 閉 じ 状 態 か ら 、 前 進 可 能 且 つ 上 向 き に 回 動 可 能 で あ
る 。 図 ９ に 示 す よ う に 、 蓋 体 （ ２ ） か ら は 枢 軸 （ ２ １ ） が 外 向 き に 突 出 し 、 該 枢 軸 （ ２ １
） は 凹 部 （ １ ０ ） の 側 面 に 前 後 に 延 び て 形 成 さ れ た 長 孔 （ ５ ０ ） に 嵌 ま っ て い る 。 凹 部 （
１ ０ ） の 下 面 に は 開 口 （ １ １ ） が 形 成 さ れ 、 該 開 口 （ １ １ ） 内 に 電 池 （ ３ ） が 収 容 さ れ る
。 凹 部 （ １ ０ ） の 下 面 か ら は 、 弾 性 変 形 可 能 な ス ト ッ パ （ ９ ） が 設 け ら れ 、 ス ト ッ パ （ ９
） は 先 端 部 が 電 池 （ ３ ） の 移 行 路 内 に 進 入 し て 、 電 池 （ ３ ） が ケ ー ス 本 体 （ １ ） か ら 不 用
意 に 脱 出 す る こ と を 防 ぐ 。 ケ ー ス 本 体 （ １ ） と 蓋 体 （ ２ ） と の 間 に は 、 後 退 し た 蓋 体 （ ２
） の 開 き 動 作 を 規 制 す る ロ ッ ク 機 構 （ ６ ） が 設 け ら れ て い る 。 ロ ッ ク 機 構 （ ６ ） に は 種 々
の も の が あ る が 、 例 え ば 蓋 体 （ ２ ） に 爪 部 （ ２ ２ ） を 、 ケ ー ス 本 体 （ １ ） に 爪 部 （ ２ ２ ）
と 係 合 す る 係 り 片 （ １ ２ ） を 設 け る 等 が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ８ （ ａ ） に 示 す 閉 じ た 蓋 体 （ ２ ） を 開 く に は 、 図 ８ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 蓋 体 （ ２ ） を
手 で 一 旦 前 進 さ せ る 。 ロ ッ ク 機 構 が 解 除 さ れ 、 蓋 体 （ ２ ） は 上 向 き に 回 動 可 能 に な る 。 蓋
体 （ ２ ） を 手 で 上 向 き に 回 動 さ せ る と 、 開 口 （ １ １ ） が 露 出 す る 。 ス ト ッ パ （ ９ ） の 弾 性
付 勢 力 に 抗 し て 電 池 （ ３ ） を 引 き 上 げ る と 、 電 池 （ ３ ） を 取 り 出 す こ と が で き る 。 電 池 （
３ ） を 収 容 す る 際 に は 、 ス ト ッ パ （ ９ ） に 抗 し て 電 池 （ ３ ） を 開 口 （ １ １ ） 内 に 押 し 込 み
、 蓋 体 （ ２ ） を 閉 じ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ３ ０ １ ７ ２ 号 （ 第 ３ 図 － 第 ６ 図 ）
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
従 来 の 機 器 に あ っ て は 、 蓋 体 （ ２ ） が 前 進 し た 状 態 又 は 後 退 し た 状 態 に て 、 機 器 に 衝 撃 が
加 わ れ ば 、 蓋 体 （ ２ ） は 不 用 意 に 移 動 す る 虞 れ が あ り 、 閉 じ た 蓋 体 （ ２ ） が 開 く こ と が 考
え ら れ る 。 ま た 、 蓋 体 （ ２ ） が 開 い た 状 態 に て 、 機 器 に 衝 撃 が 加 わ れ ば 、 蓋 体 （ ２ ） は 不
用 意 に 閉 じ 、 使 用 者 の 指 に 蓋 体 （ ２ ） が 当 た る 虞 れ も あ る 。
本 発 明 の 目 的 は 、 蓋 体 （ ２ ） が 前 進 位 置 、 後 退 位 置 、 開 き 完 了 位 置 に あ る と き は 、 蓋 体 （
２ ） を 該 各 位 置 に 保 持 し 、 不 用 意 に 蓋 体 （ ２ ） が 移 動 し な い 機 器 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る 為 の 手 段 】
電 気 機 器 は 、 上 面 が 開 口 し て 、 収 納 物 が 挿 入 さ れ る ケ ー ス 本 体 （ １ ） 上 に 、 上 下 回 動 す る
蓋 体 （ ２ ） を 前 後 移 動 可 能 に 配 備 し て い る 。
ケ ー ス 本 体 （ １ ） 内 に は 、 蓋 体 （ ２ ） の 前 後 移 行 路 に 進 入 し て 、 蓋 体 （ ２ ） の 前 後 移 動 時
に 該 移 行 路 か ら 脱 出 す る 向 き に 押 さ れ て 撓 み 変 形 す る バ ネ 体 （ ４ ） が 設 け ら れ 、 蓋 体 （ ２
） に は 開 き 完 了 状 態 で バ ネ 体 （ ４ ） の 移 行 路 進 入 部 に 嵌 合 す る 凹 み （ ２ ０ ） 又 は 突 片 （ ２
３ ） が 設 け ら れ て い る 。
蓋 体 （ ２ ） は 前 進 位 置 及 び 後 退 位 置 に て 、 バ ネ 体 （ ４ ） の 移 行 路 進 入 部 に 対 向 し て 不 用 意
な 後 退 及 び 前 進 を 規 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 作 用 及 び 効 果 】
バ ネ 体 （ ４ ） は 蓋 体 （ ２ ） の 前 後 移 行 路 に 進 入 し 、 蓋 体 （ ２ ） が 前 後 移 動 す る 際 に 、 蓋 体
（ ２ ） に 押 さ れ て 、 前 後 移 行 路 か ら 脱 出 す る 。 蓋 体 （ ２ ） を 前 後 移 動 さ せ る に は 、 バ ネ 体
（ ４ ） の 弾 性 付 勢 力 に 抗 し て 、 蓋 体 （ ２ ） を 移 動 さ せ な け れ ば な ら な い か ら 、 蓋 体 （ ２ ）
は 前 進 位 置 及 び 後 退 位 置 に あ っ て は 、 バ ネ 体 （ ４ ） の 移 行 路 進 入 部 に 対 向 し て 不 用 意 な 後
退 及 び 前 進 を 規 制 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 機 器 に 衝 撃 が 加 わ っ て も 、 蓋 体 （ ２ ） は 前 進 位 置
及 び 後 退 位 置 を 保 つ こ と が で き る 。 ま た 、 蓋 体 （ ２ ） を 動 か す 使 用 者 の 指 に 、 バ ネ 体 （ ４
） が 撓 み 変 形 す る 際 の 負 荷 が 加 わ る か ら 、 蓋 体 （ ２ ） の ロ ッ ク 及 び ロ ッ ク 解 除 の 際 の ク リ
ッ ク 感 が 伝 わ る 。 こ れ に よ り 、 使 用 者 は 蓋 体 （ ２ ） が ロ ッ ク 又 は ロ ッ ク 解 除 さ れ た こ と が
判 る 。
ま た 、 蓋 体 （ ２ ） の 開 き 完 了 状 態 で 、 蓋 体 （ ２ ） に 設 け ら れ た 凹 み （ ２ ０ ） 又 は 突 片 （ ２
３ ） が バ ネ 体 （ ４ ） の 移 行 路 進 入 部 に 嵌 合 し 、 蓋 体 （ ２ ） は 開 き 完 了 状 態 に 保 持 さ れ る 。
こ れ に よ り 、 機 器 に 衝 撃 が 加 わ っ て も 、 蓋 体 （ ２ ） は 開 き 完 了 状 態 を 保 つ こ と が で き 、 不
用 意 に 閉 じ な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 一 例 を 図 を 用 い て 詳 述 す る 。
図 １ は 、 電 気 機 器 、 具 体 的 に は デ ジ タ ル カ メ ラ を 底 面 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。 ケ ー ス 本 体
（ １ ） の 前 面 に は 、 対 物 レ ン ズ （ １ ７ ） 、 ビ ュ ー フ ァ イ ン ダ （ １ ８ ） 、 ス ト ロ ボ ラ ン プ （
１ ９ ） が 周 知 の 如 く 設 け ら れ 、 ケ ー ス 本 体 （ １ ） の 一 端 部 に 形 成 さ れ た 凹 部 （ １ ０ ） 内 に
、 蓋 体 （ ２ ） 及 び ス ト ッ パ （ ９ ） が 設 け ら れ る 。 蓋 体 （ ２ ） の 上 面 に は 、 ２ 本 の 突 条 を 略
平 行 に 並 べ た 指 掛 か り 部 （ ２ ５ ） が 設 け ら れ 、 使 用 者 は 該 指 掛 か り 部 （ ２ ５ ） に 指 を 当 て
て 、 蓋 体 （ ２ ） を 前 後 移 動 さ せ る 。 従 来 と 同 様 に 、 蓋 体 （ ２ ） は 前 進 し て 開 か れ 、 後 退 位
置 に て ロ ッ ク さ れ る 。 蓋 体 （ ２ ） 及 び ス ト ッ パ （ ９ ） の 上 面 は 、 ケ ー ス 本 体 （ １ ） の 上 面
と 略 同 一 面 内 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
図 ２ （ ａ ） 、 （ ｂ ） は 、 蓋 体 （ ２ ） の 平 面 図 で あ り 、 （ ａ ） は 閉 じ 状 態 を 、 （ ｂ ） は 開 き
状 態 を 夫 々 示 す 。 凹 部 （ １ ０ ） の 後 側 に は ブ ラ ケ ッ ト （ ５ ） が 設 け ら れ 、 該 ブ ラ ケ ッ ト （
５ ） か ら 蓋 体 （ ２ ） の 下 方 に 位 置 す る バ ネ 体 （ ４ ） が 設 け ら れ る 。 バ ネ 体 （ ４ ） は 金 属 板
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を 折 曲 し て 構 成 さ れ 、 ブ ラ ケ ッ ト （ ５ ） か ら 前 方 に 延 び た 平 板 （ ４ １ ） の 先 端 部 に 突 部 （
４ ０ ） を 上 向 き に 形 成 し て い る 。 尚 、 バ ネ 体 （ ４ ） は 、 樹 脂 か ら 形 成 さ れ て も よ い 。
ス ト ッ パ （ ９ ） か ら は 突 起 （ ９ １ ） が 前 向 き に 突 出 し 、 蓋 体 （ ２ ） が 閉 じ た 状 態 で 、 蓋 体
（ ２ ） は 突 起 （ ９ １ ） に 被 さ り 、 後 記 の 如 く ス ト ッ パ （ ９ ） の 回 動 を 防 ぐ 。 蓋 体 （ ２ ） の
後 端 部 に は 、 凹 み （ ２ ０ ） が 形 成 さ れ 、 蓋 体 （ ２ ） が 開 い た 状 態 で 、 該 凹 み （ ２ ０ ） は 後
記 の 如 く 、 バ ネ 体 （ ４ ） に 嵌 合 し て 蓋 体 （ ２ ） の 開 き 状 態 を 保 つ 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 ３ は 、 蓋 体 （ ２ ） と ケ ー ス 本 体 （ １ ） の 分 解 斜 視 図 で あ り 、 図 ４ は 、 ケ ー ス 本 体 （ １ ）
に 取 り 付 け た 蓋 体 （ ２ ） を 開 い た 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。 凹 部 （ １ ０ ） の 底 面 に は 、 開 口 （
１ １ ） が 設 け ら れ 、 該 開 口 （ １ １ ） 内 に 電 池 （ ３ ） が 収 納 さ れ る 。 電 池 （ ３ ） は 例 え ば 、
正 面 に 端 子 （ ３ ０ ） （ ３ ０ ） を 設 け て お り 、 蓋 体 （ ２ ） の 裏 面 に は 端 子 板 に 相 当 す る も の
は 設 け ら れ て い な い 。 蓋 体 （ ２ ） は 基 端 部 に 枢 軸 （ ２ １ ） を 設 け 、 先 端 部 に 爪 部 （ ２ ２ ）
を 形 成 し て い る 。 ブ ラ ケ ッ ト （ ５ ） の 側 面 に は 、 前 後 に 延 び た 長 孔 （ ５ ０ ） が 開 設 さ れ 、
枢 軸 （ ２ １ ） が 該 長 孔 （ ５ ０ ） に 嵌 ま っ て 、 蓋 体 （ ２ ） は 前 後 に 移 動 す る 。
ス ト ッ パ （ ９ ） は 電 池 （ ３ ） の 上 端 部 に 接 す る 爪 片 （ ９ ０ ） を 、 電 池 （ ３ ） の 移 行 路 に 向
け て ネ ジ リ バ ネ （ 図 示 せ ず ） に て 付 勢 し て 構 成 さ れ る 。 爪 片 （ ９ ０ ） を ネ ジ リ バ ネ に て 付
勢 し て 、 ス ト ッ パ （ ９ ） を 構 成 す る こ と に よ り 、 爪 片 （ ９ ０ ） が 電 池 （ ３ ） の 側 面 に 押 さ
れ て 外 向 き 回 動 し た 状 態 を 保 っ て も 、 爪 片 （ ９ ０ ） を 付 勢 す る 力 は 経 時 変 化 し な い 。 即 ち
、 従 来 の 如 く 、 ス ト ッ パ （ ９ ） が 樹 脂 の 弾 性 力 に て 電 池 （ ３ ） に 接 し て い れ ば 、 爪 片 （ ９
０ ） が 電 池 （ ３ ） の 側 面 に 押 さ れ て 外 向 き 回 動 し た 状 態 が 長 時 間 続 け ば 、 ス ト ッ パ （ ９ ）
の 弾 性 付 勢 力 は 劣 化 す る が 、 本 例 で は こ の 虞 れ は な い 。
爪 片 （ ９ ０ ） の 先 端 部 に は 、 電 池 （ ３ ） の 挿 入 時 に 電 池 （ ３ ） の 底 面 に 接 す る 斜 面 （ ９ ２
） が 形 成 さ れ 、 電 池 挿 入 時 に は 、 電 池 （ ３ ） の 底 面 が 斜 面 （ ９ ２ ） を 押 し て 、 爪 片 （ ９ ０
） を 一 旦 外 向 き に 回 動 さ せ る 。 電 池 （ ３ ） が 開 口 （ １ １ ） 内 に 嵌 ま る と 、 爪 片 （ ９ ０ ） が
復 帰 し て 電 池 （ ３ ） の 上 面 に 接 し 、 電 池 （ ３ ） の 不 用 意 な 脱 出 を 防 ぐ 。
【 ０ ０ １ １ 】
凹 部 （ １ ０ ） の 前 端 部 に は 、 蓋 体 （ ２ ） の 閉 じ 状 態 で 爪 部 （ ２ ２ ） に 引 掛 か る 係 り 片 （ １
２ ） が 設 け ら れ て い る 。 係 り 片 （ １ ２ ） と 爪 部 （ ２ ２ ） と で 、 蓋 体 （ ２ ） の ロ ッ ク 機 構 （
６ ） を 構 成 す る 。
図 ５ （ ａ ） 、 （ ｂ ） は 、 ケ ー ス 本 体 （ １ ） の 右 側 面 図 で あ り 、 （ ａ ） は 蓋 体 （ ２ ） の 開 き
状 態 を 、 （ ｂ ） は 閉 じ 状 態 を 夫 々 示 す 。 蓋 体 （ ２ ） は 長 孔 （ ５ ０ ） に 沿 っ て 前 進 し た 位 置
に て 開 く こ と が で き る 。 蓋 体 （ ２ ） を 閉 じ る に は 、 図 ５ （ ａ ） に 示 す 状 態 か ら 蓋 体 （ ２ ）
を 枢 軸 （ ２ １ ） を 中 心 に 反 時 計 方 向 に 回 動 さ せ る 。 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 係 り 片 （ １
２ ） と 爪 部 （ ２ ２ ） と が 対 向 し た 状 態 か ら 、 使 用 者 が 指 掛 か り 部 （ ２ ５ ） に 指 を 当 て て 、
蓋 体 （ ２ ） を 後 退 さ せ る と 、 係 り 片 （ １ ２ ） と 爪 部 （ ２ ２ ） と が 係 合 し 、 蓋 体 （ ２ ） は ロ
ッ ク さ れ る 。 蓋 体 （ ２ ） は 爪 片 （ ９ ０ ） の 突 起 （ ９ １ ） に 被 さ り 、 爪 片 （ ９ ０ ） は 不 用 意
に 回 動 し な い 。 蓋 体 （ ２ ） は ま た 、 爪 片 （ ９ ０ ） の 斜 面 （ ９ ２ ） に も 被 さ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
（ 蓋 体 操 作 時 の ク リ ッ ク 感 ）
図 ６ （ ａ ） 、 （ ｂ ） 、 （ ｃ ） は 、 図 ４ を Ａ 方 向 か ら 見 た 側 面 図 で あ る 。 蓋 体 （ ２ ） が 閉 じ
、 且 つ 後 退 し た 状 態 で は 、 図 ６ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 枢 軸 （ ２ １ ） は バ ネ 体 （ ４ ） の 突 部
（ ４ ０ ） の 後 方 に 位 置 し て い る 。 突 部 （ ４ ０ ） に よ り 、 蓋 体 （ ２ ） は 図 ６ （ ａ ） に 示 す 位
置 か ら 、 不 用 意 な 前 進 を 規 制 さ れ る 。
使 用 者 が 指 掛 か り 部 （ ２ ５ ） （ 図 １ 参 照 ） に 指 を 当 て 、 突 部 （ ４ ０ ） の 弾 性 付 勢 力 に 抗 し
て 蓋 体 （ ２ ） を 前 進 さ せ る と 、 突 部 （ ４ ０ ） が 枢 軸 （ ２ １ ） に 押 さ れ て バ ネ 体 （ ４ ） が 基
端 部 を 中 心 に 一 旦 下 向 き に 撓 む 。 枢 軸 （ ２ １ ） が 突 部 （ ４ ０ ） を 通 過 す る と 、 バ ネ 体 （ ４
） が 弾 性 復 帰 し て 図 ６ （ ｂ ） に 示 す 状 態 と な る 。 こ れ に よ り 、 蓋 体 （ ２ ） の 不 用 意 な 後 退
は 規 制 さ れ 、 ケ ー ス 本 体 （ １ ） に 衝 撃 が 加 わ っ て も 、 蓋 体 （ ２ ） は 移 動 し な い 。 枢 軸 （ ２
１ ） が 突 部 （ ４ ０ ） を 通 過 す る 際 に は 、 枢 軸 （ ２ １ ） が 突 部 （ ４ ０ ） を 押 し 下 げ て 、 蓋 体
（ ２ ） の 移 動 負 荷 は 一 旦 大 き く な っ た 後 に 、 小 さ く な る か ら 、 使 用 者 の 指 は 、 ク リ ッ ク 感
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を 感 じ 、 蓋 体 （ ２ ） の ロ ッ ク が 解 除 さ れ た こ と が 判 る 。 即 ち 、 突 部 （ ４ ０ ） に よ り 蓋 体 （
２ ） の 不 用 意 な 移 動 が 規 制 さ れ る と と も に 、 使 用 者 に 蓋 体 （ ２ ） の ロ ッ ク 及 び ロ ッ ク 解 除
の 際 の ク リ ッ ク 感 が 伝 わ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 ６ （ ｂ ） に 示 す 前 進 位 置 か ら 、 蓋 体 （ ２ ） を 手 で 時 計 方 向 に 回 動 さ せ て 開 く 。 図 ６ （ ｃ
） に 示 す よ う に 、 蓋 体 （ ２ ） の 凹 み （ ２ ０ ） は 突 部 （ ４ ０ ） に 嵌 ま っ て 、 蓋 体 （ ２ ） が 回
動 し す ぎ る こ と を 防 ぐ 。 バ ネ 体 （ ４ ） は 下 向 き に 撓 み 、 バ ネ 体 （ ４ ） の 弾 性 付 勢 力 に て 蓋
体 （ ２ ） を 図 ６ （ ｃ ） に 示 す 開 き 完 了 状 態 に 保 持 す る 。
蓋 体 （ ２ ） を 閉 じ る に は 、 上 記 と 逆 の 動 作 を 行 う 。 図 ６ （ ｃ ） に 示 す 状 態 か ら バ ネ 体 （ ４
） の 付 勢 力 に 抗 し て 、 蓋 体 （ ２ ） を 反 時 計 方 向 に 回 動 さ せ 、 図 ６ （ ｂ ） に 示 す 状 態 に 戻 し
、 蓋 体 （ ２ ） を 突 部 （ ４ ０ ） に 抗 し て 後 退 さ せ る と 、 図 ６ （ ａ ） に 示 す 状 態 に 達 す る 。
こ れ に よ り 、 蓋 体 （ ２ ） は 前 進 位 置 、 後 退 位 置 、 開 き 完 了 位 置 の 各 位 置 に 保 持 さ れ る と と
も に 、 蓋 体 （ ２ ） が 前 後 移 動 す る 際 に 使 用 者 に ク リ ッ ク 感 が 伝 わ り 、 蓋 体 （ ２ ） が ロ ッ ク
及 び ロ ッ ク 解 除 さ れ た こ と が 判 る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 ６ （ ａ ） 、 （ ｂ ） 、 （ ｃ ） で は 、 枢 軸 （ ２ １ ） は バ ネ 体 （ ４ ） の 上 方 に 設 け ら れ て い る
。 し か し 、 図 ７ （ ａ ） 、 （ ｂ ） 、 （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 枢 軸 （ ２ １ ） を バ ネ 体 （ ４ ） の 下
方 に 設 け て も よ い 。 こ の 場 合 、 突 部 （ ４ ０ ） は 膨 ら み を 下 方 に 向 け 、 蓋 体 （ ２ ） の 後 端 部
に 突 片 （ ２ ３ ） を 形 成 す る 。 蓋 体 （ ２ ） が 後 退 し た 状 態 で は 、 図 ７ （ ａ ） に 示 す よ う に 、
枢 軸 （ ２ １ ） は 突 部 （ ４ ０ ） の 後 方 に 位 置 す る 。
蓋 体 （ ２ ） を 前 進 さ せ る と 、 突 部 （ ４ ０ ） が 枢 軸 （ ２ １ ） に 押 さ れ て バ ネ 体 （ ４ ） が 基 端
部 を 中 心 に 一 旦 上 向 き に 撓 む 。 枢 軸 （ ２ １ ） が 突 部 （ ４ ０ ） を 通 過 す る と 、 バ ネ 体 （ ４ ）
が 弾 性 復 帰 し て 図 ７ （ ｂ ） に 示 す 状 態 と な る 。 蓋 体 （ ２ ） を 手 で 時 計 方 向 に 回 動 さ せ て 開
く と 、 図 ７ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 蓋 体 （ ２ ） の 突 片 （ ２ ３ ） は 突 部 （ ４ ０ ） に 嵌 ま っ て 、
蓋 体 （ ２ ） が 回 動 し す ぎ る こ と を 防 ぐ 。 バ ネ 体 （ ４ ） は 下 向 き に 撓 み 、 バ ネ 体 （ ４ ） の 弾
性 付 勢 力 に て 蓋 体 （ ２ ） を 図 ７ （ ｃ ） に 示 す 位 置 に 保 持 す る 。
図 ７ （ ａ ） 、 （ ｂ ） 、 （ ｃ ） に 示 す 例 に よ っ て も 、 蓋 体 （ ２ ） は 前 進 位 置 、 後 退 位 置 、 開
き 完 了 位 置 に 保 持 さ れ る と と も に 、 蓋 体 （ ２ ） が 前 後 移 動 す る 際 の ク リ ッ ク 感 が 使 用 者 に
伝 わ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 例 に あ っ て は 、 ス ト ッ パ （ ９ ） の 上 面 が 蓋 体 （ ２ ） の 上 面 と 、 略 同 一 面 内 に 位 置 し て い
る か ら 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 ス ト ッ パ （ ９ ） が 蓋 体 （ ２ ） の 下 方 に 位 置 す る 従 来 の 構 成 に
比 し て 、 ケ ー ス 本 体 （ １ ） の 高 さ を 低 く で き る 。
更 に 、 ス ト ッ パ （ ９ ） に は 、 閉 じ 状 態 に て 後 退 し た 蓋 体 （ ２ ） が 被 さ る か ら 、 外 部 か ら の
衝 撃 等 に よ り ス ト ッ パ （ ９ ） が 電 池 （ ３ ） か ら 不 用 意 に 外 れ る こ と は な く 、 ケ ー ス 本 体 （
１ ） 内 に て 電 池 （ ３ ） が ガ タ 付 く 等 の 問 題 は 発 生 し な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
上 記 実 施 例 の 説 明 は 、 本 発 明 を 説 明 す る た め の も の で あ っ て 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 の 発
明 を 限 定 し 、 或 は 範 囲 を 減 縮 す る 様 に 解 す べ き で は な い 。 又 、 本 発 明 の 各 部 構 成 は 上 記 実
施 例 に 限 ら ず 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 の 技 術 的 範 囲 内 で 種 々 の 変 形 が 可 能 で あ る こ と は 勿
論 で あ る 。
上 記 記 載 で は 、 ケ ー ス 本 体 （ １ ） に 電 池 （ ３ ） を 挿 入 す る と し た が 、 電 池 以 外 、 例 え ば 記
録 媒 体 等 を 挿 入 す る 機 器 に も 、 本 願 の 技 術 的 思 想 は 適 用 で き る 。 ま た 、 図 １ で は 爪 片 （ ９
０ ） の 基 端 部 が 露 出 し て い る が 、 実 際 は 爪 片 （ ９ ０ ） の 基 端 部 は 化 粧 板 に て 覆 わ れ て 隠 れ
て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 電 気 機 器 を 底 面 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ ａ ） 、 （ ｂ ） は 、 蓋 体 の 平 面 図 で あ り 、 （ ａ ） は 閉 じ 状 態 を 、 （ ｂ ） は 開 き 状
態 を 夫 々 示 す 。
【 図 ３ 】 蓋 体 と ケ ー ス 本 体 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 ４ 】 ケ ー ス 本 体 に 取 り 付 け た 蓋 体 を 開 い た 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 （ ａ ） 、 （ ｂ ） は 、 ケ ー ス 本 体 の 右 側 面 図 で あ り 、 （ ａ ） は 蓋 体 の 開 き 状 態 を 、
（ ｂ ） は 閉 じ 状 態 を 夫 々 示 す 。
【 図 ６ 】 （ ａ ） 、 （ ｂ ） 、 （ ｃ ） は 、 図 ４ を Ａ 方 向 か ら 見 た 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 （ ａ ） 、 （ ｂ ） 、 （ ｃ ） は 、 別 の 実 施 例 に 於 け る 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 （ ａ ） 、 （ ｂ ） は 従 来 の 電 気 機 器 を 底 面 側 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 従 来 の 電 気 機 器 を 底 面 側 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
（ １ ） 　 　 ケ ー ス 本 体
（ ２ ） 　 　 蓋 体
（ ３ ） 　 　 電 池
（ ４ ） 　 　 バ ネ 体
（ ２ ０ ） 　 　 凹 み
（ ２ １ ） 　 　 枢 軸
（ ２ ３ ） 　 　 突 片
（ ４ ０ ） 　 　 突 部
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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